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研究成果の概要（和文）：　増加する牛白血病ウイルス(BLV)による地方病牛白血病は、現在、日本の畜産生産上深刻
な問題となっている。本研究ではBLVに新規感染した牛の感染源と媒介昆虫対策による感染阻止効果について検討した
。新規感染した牛のBLV遺伝子(env遺伝子)を解析した結果、BLV陽性牛群内でリンパ球増多症を呈するウイルス量が多
い牛の遺伝子と一致し、BLVの感染伝播においてハイリスク要因であることが示唆された。一方、吸血昆虫対策を実施
した結果、新規感染は認められなかった。このことから、高ウイルス保有牛は感染源になりやすいこと、および昆虫対
策は感染伝播阻止に有効であることが示された。

研究成果の概要（英文）：　Bovine leukaemia virus (BLV) causes enzootic bovine leukosis (EBL) in cattle 
and represents a serious problem in Japanese meat and dairy industries. In this study, BLV from newly 
infected cattle was characterized to determine the virus source in a herd and a vector control measure 
was used to prevent the spread of the infection. The env sequences from positive conversion cattle showed 
100% nucleotide identity with the sequence from the PL cattle with high provirus, suggesting that animals 
may serve as a reservoir of BLV infection. In the farms, where many blood-feeding stable flies were 
observed, vector control performed using a combination of insect repellents was very efficient as no new 
cases of BLV infection were observed after the treatment. This study indicates that BLV-infected cattle 
with high virus is one of high risk factors for the transmission, and vector-borne transmission might 
have been the major transmission route in the farm.

研究分野：臨床獣医学
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１．研究開始当初の背景 
 牛白血病は、白血球(リンパ球)増加や全身
性の悪性リンパ肉腫を主徴とする疾病で、牛
リンパ肉腫とも呼ばれる。平成 10 年の届出
伝染病指定後、発生動態の監視が強化された
こともあり、全国的に、発生数および白血病
発症に伴う廃用数が激増している。本病は、
散発型と地方病型に分類され、散発型はさら
に子牛型、胸腺型および皮膚型に分類される
が、牛白血病ウイルス (Bovine leukemia 
virus :BLV)による地方病型が主である。本病
はウイルスを含む感染血液・乳汁によって伝
播される。感染経路には乳汁等を介した垂直
感染ならびにアブ等の吸血昆虫媒介性や医
原性の水平感染である。『なぜ牛白血病は増
えたのか？』という声は多い。本病の認知度
の上昇が牛白血病を顕著化させ症例数の増
加をもたらしているとの見解もあるが、現在、
陽性個体数、発症牛および陽性牧場が増加し
ていることは事実である。本病が急性疾患で
ないことや感染後の発症率が高くないこと
から無対策であったことが感染拡大の一因
であると考えられる。また、感染牛を見つけ
たとしても、現在、本感染症に対する淘汰補
償はなく、廃用認定もハードルが高い。  
 これらの背景から、感染牛の摘発淘汰の実
施が困難であり、白血病発症予備軍である感
染牛は増加の一途をたどっている。しかし、
本病の有効な感染防御および清浄化対策は
全く示されていなかった。 
 
２．研究の目的 
 牛白血病は BLV 感染による地方病型が主
である。現在、本感染症に対する淘汰補償は
なく、廃用認定もハードルが高いことから、
感染牛の摘発淘汰の実施が困難で、白血病発
症予備軍である感染牛は増加の一途をたど
っている。また、急性疾患でないことから本
病に対する認識が軽んじられ、無対策であっ
たことが感染拡大の一因であると考えられ
ている。診療現場や生産現場からは、本病へ
の早急な対策を求める声は多いが、モデルと
なる有効な対策案は、未だ確立されていない。
そこで本研究は、ウイルス感染量に基づく
BLV感染伝播リスク解析を行うとともに、モ
デル農場で各種感染防御および清浄化対策
を実施する。その結果から、本感染症防除に
おける効果的な衛生管理手法の提唱と経済
的負担を考慮した淘汰モデルを構築し診療
現場や生産現場に提供することを目的とす
る。 
 
３．研究の方法 
 平成 23年度は、 超迅速牛白血病ウイルス
定量法(我々の現行法を改変: Konnai et al., 
Virology 2005)を開発し臨床診断へ応用する。
さらにウイルス感染量に基づく感染伝播リ
スク解析および経済損失への相関解析を行
なう。(高ウイルス保有牛は感染伝播リスクが
高いことを証明する)。 

 平成 24 年度からは、モデル農場における
感染伝播対策および清浄化実践期間とし、感
染伝播リスク解析を基盤とした牛白血病清
浄化モデルとして構築する。すなわち、垂直
感染(乳汁による感染)および水平感染(汚染
血液からの伝播：吸血昆虫性および医原性感
染)を防ぐ対策を種々行い、6ヶ月ごとの陰性
牛の感染検査による感染伝播阻止率を評価
する。またウイルス量および生産性・繁殖率
を考慮した感染牛の淘汰を行い、経済損失を
最小限に抑えた清浄化を敢行する。最終年度
に総合的評価を行い、講習会等で本病に対す
る有効な対策案として報告する。 
 
４．研究成果 
(1) 平成 23年、北海道大学大学院獣医学研究
科は 79 件、4121 頭の牛白血病ウイルス感染
診断を行った。依頼主の一つである A農場で
牛白血病が発生したため、担当獣医師より依
頼を受け、従業員および農場関係者を対象と
した牛白血病に関する対策講習会を行った。
その後、畜主および担当獣医師との対策協議
を行い、ウイルス感染全頭検査(約 300 頭)を
行うこととした。その結果、成牛で 30頭（陽
性率 10.9％）と育成牛で 15 頭の感染牛が見
つかった。感染牛の履歴を調べた結果、感染
牛の 11頭の母牛が感染牛であったことから、
垂直感染によるウイルス伝播が推察された。
そこで以下のことを実施した。1) 牛白血病ウ
イルス感染全頭検査を行った。また、陰性牛
は継続して検査を行った。2) ウイルス感染牛
を隔離した。3) 牛の動線をもうけ、搾乳は①
ウイルス陰性牛、②乳房炎牛、③ウイルス陽
性牛の順で行った。4) 初乳ならびに全乳に対
する加温殺菌(56℃-30分)を行い、出生子牛の
哺乳管理を徹底した。5) 出血を伴う処置の使
用器具やロープの洗浄・消毒を徹底した。6) 
感染牛の分娩時の出血に対する消毒に注意
を払った。7) 生産性を考慮した感染牛の淘汰
を行った。対策実施後、10頭の陽転牛が発生
したが、その陽転率は 2.8％と非常に低く、
畜主らが行ったこれらの対策が非常に有効
であったことが示唆された。現在この農場で
は、ウイルス感染を含めた総合要因(生産性や
受胎率の低さなどを優先的に考慮)を考えた
淘汰を実行し、感染牛の清浄化に進んでいる。
牛白血病対策に尽力し清浄化に着実に進ん
でいる同農場は、本病に対する非常に有用な
モデルであると考えられた。さらに淘汰順位
を考慮するための感染ウシにおけるウイル
ス保有量の調査を Real-time PCR 法およびシ
ンシチウムアッセイ法により行った。 
 
(2) 平成 24年、北海道大学大学院獣医学研究
科は 67 件、2329 頭の牛白血病ウイルス感染
診断を nested-PCR法によって行い、陽性率は
7.5%であった。検査結果はモデル農場などに
おいて新規導入牛の決定、感染牛の分離飼育、
優先淘汰および感染牛産出(帝王切開を含む)
の子牛の早期感染検査などに活用された。 



 ①モデル農場 B(乳牛飼育)：平成 22年に全
頭の牛白血病ウイルス感染診断を実施した
結果、453 頭中 6 頭(1.3%)が陽性だったため
感染牛全頭の淘汰を敢行した。平成 24 年に
継続検査を行った結果、548 頭中 3 頭(0.5%)
が陽性を示した。これらの陽性牛 3頭すべて
は、平成 22 年に行った検査当日または前日
に牛白血病ウイルス感染母牛から生まれた
若牛で当時検査を行っていなかった。このこ
とから感染母牛からの垂直感染が示唆され
た。検査後、感染牛全頭の淘汰を敢行し清浄
化が終了した。 
 ②モデル農場 C(乳牛飼育)：全頭(約 300頭)
の牛白血病ウイルス感染診断を実施し、陽性
牛と陰性牛の分離飼育を行ったモデル農場
で陰性牛の陽転率をモニターしその原因に
ついて考察した。陽転牛の一部は夏期の預託
放牧履歴を持つ牛に認められたため混合飼
育中の水平伝播が疑われた。他の陽転牛はす
べて夏期に認められ冬期には陽転は認めら
れなかった。このことから昆虫類による水平
感染が疑われた。 
 ③モデル農場 D(乳牛飼育)：種々の陽転防
止衛生対策を既に実施しているのにも関わ
らず、牛白血病ウイルス感染陰性牛の陽転率
が高いモデル農場においてサシバエが大量
に発生していることが明らかとなった。そこ
で同農場でサシバエを採取し PCR 法による
牛白血病ウイルスかの検出を試みた結果、19
匹中 12 匹から吸血歴を示す牛の遺伝子が検
出され、さらに 7匹から牛白血病ウイルスが
検出された。このことから本農場ではサシバ
エによる感染拡大が疑われた。 
 
(3) 平成 25年、北海道大学大学院獣医学研究
科は 87 件、2524 頭の牛白血病ウイルス感染
診断を nested-PCR 法によって行い陽性率は
8.4%であった。検査結果はモデル農場などに
おいて新規導入牛の決定、感染牛の分離飼育、
優先淘汰および感染牛産出(帝王切開を含む)
の子牛の早期感染検査などに活用された。 
 ④モデル E 農場(肉牛): 農場の背景：ウイ
ルス感染牛 8頭の導入によって 5頭が新規感
染(陽転)した。リスクの同定：新規感染牛の
ウイルス env遺伝子を解析した結果、すべて
リンパ球増多症を呈する導入牛のウイルス
と一致し、同牛が感染源になったことを明ら
かにした。また、同農場で多数の吸血昆虫が
発生していることを確認しサシバエおよび
ミナミサシバエと同定した。対策内容：医原
性感染防止に努めた上、ピレスロイド配合イ
アータグ装着、アイボメック、バイチコール
の 3種併用による駆虫対策を 3年間実施した。
効果の実際：感染牛と陰性牛は同居状態であ
ったが 3年間陽転牛の発生はなかった。 
 ⑤モデル F農場 (肉牛): 農場の背景：販売
先で売却牛が白血病を発症した農場で全頭
BLV検査を行った結果、陽性率および陽転率
が高いことが判明した。リスクの同定：主に
サシバエによる水平感染が発生しているこ

とが明らかとなった。 対策内容：感染牛を
分離飼育し、新規導入牛は感染検査を実施し
た。サシバエの発生源が堆肥場と同定された
ので消石灰による駆虫対策を実施し、陰性牛
に対して駆虫薬を噴霧した。効果の実際： 1
年後の検査まで陽転を抑えることに成功し
た。 
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